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七
月
と
言
へ
ど
宵
に
は
炉
の
恋
し

思
ひ
切
り
恒
燿
を
の
け
て
又
寒
く

木
苺
を
手
の
ひ
ら
に
乗
せ
味
を
見
し

霊
場
の
標
高
間
ふ
や
閑
古
鳥

下
刈
は
雨
降
り
て
よ
し
鎌
切
れ
て

新
築
の
ブ
ー
ム
漸
く
梅
雨
も
明
け

診
断
を
待
つ
間
の
不
安
梅
雨
曇
り

子
の
飾
る
七
夕
様
に
筆
を
添
え

浴
衣
着
て
小
学
校
の
検
診
に

捨
て
苗
の
梅
雨
に
色
よ
く
育
ち
を
り

朝
霧
に
行
僧
見
え
て
経
涼
し

草
の
蔓
湯
殿
に
入
り
て
急
に
伸
び

緑
蔭
に
し
ば
し
疲
れ
を
と
り
戻
し

垂
れ
下
る
毛
虫
に
体
細
め
ゆ
く

水
無
月
に
異
常
の
冷
え
の
稲
に
ま
で

読
み
倦
か
ぬ
書
に
五
月
雨
の
一
と
日
か
な

梅
雨
上
る
繋
げ
る
大
の
大
欠
呻

け
ん
ら
ん
の
夏
花
に
し
て
句
碑
の
も
と

入
院
す
七
夕
と
な
り
早
や
三
日

汐
ど
き
、
花
道
あ
け
て
呉
る
ヽ
友

打
算
的
、
義
理
人
情
は
切
り
捨
つ
る

汐
ど
き
、
声
高
う
な
る
叩
き
売
り

不
届
者
ン
お
灸
据
え
さ
す
自
然
保
護

打
算
的
、
名
誉
職
ど
ま
欲
の
無
ア

人 口
移|:

ノ :′
Iリ

月巴
後
狂
句

――…6月 30日現在―

9,806人 昇 |:::る :;炎

世帯数…………・・̈・2,626

転入 41  出生  8

転出 28  死亡 10

宵 や み の 高 森 峠

南阿蘇登山道路が開通。高千穂峡への観光ルートに当たる高森峠

は往来するマイカー、貸切リバスがふえ、宵やみに行きかう車のラ

イトが
｀
光の供宴ミを繰りひろげています。赤のテールランプ、ヘ

ッドライトの白光、光の帯に照らされてくっきり浮き出る木立ちの

シルエット。99曲がりをキャンバスとする大自然の光の芸術。宵や
みのなかに高岳、根子岳がボンヤリとかすんでいます。

報
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健
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出  生

琴
司

冑

太

ど
ぎ

つ
さ
が
、
素
顔
死
な
せ
て
し
も
う
と
る

お
安
い
御
川
、
ど
う
せ
遊
休
施
設
で
す

打
算
的
、
ま
だ
良
う
な
い
ん
後
遺
症

お
安
い
御
川
、
あ
ヽ
た
と
同
じ
帰
り
道

汐
ど
き
、
仲
直
り
す
る
選
挙
前

ヤ
モ
メ
Ｈ
く
、
性
撫
ぜ
く

っ
て
泣
い
て
来
た

ど
ぎ
つ
き
が
、
と
て
も
あ
ん
た
じ
ゃ
真
似
き
ら
ん

ご

寄

付

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

次
の
方

々
か
Ｌ
‐―‐‐―
か
い
ご
寄
何
が
あ

り
ま
し
た
。

高
森
昭
和
の
１
１
石
荒
義
さ
ん
か
ら

（■
、　
一
キ
エ
さ
ん

。
７０
歳
死
去
）

′
高
森
＝
町
の
後
藤

一
人
さ
ん
か
ら

（け
、　
ヨ
シ
エ
さ
ん

。
８８
歳
死
去
）

〉
高
森
村
山
の
古
庄
フ
ジ
エ
さ
ん
か
ら

（長
男
、
貢
さ
ん
。
２７
歳
死
去
）

▽
高
森
村
山
の
三
森
幸
喜
さ
ん
か
ら

（父
、
友
四
郎
さ
ん
。
７６
歳
死
去
）

〉
高
森
天
神
の
林
ヌ
イ
さ
ん
か
ら
）

（伯
母
、
ア
キ
さ
ん
。
６９
歳
死
去
）

▽
芹
口
の
甲
斐
健

一
さ
ん
か
ら

（養
父
、
彦
喜
さ
ん
。
７９
歳
死
去
）

▽
上
色
見
の
後
藤
幸
光
さ
ん
か
ら

（妻
、
ミ
エ
さ
ん
。
５４
歳
死
去
）

）
高
森
村
山
の
本
田

ｌｌｉ
賢
さ
ん
か
ら

（け
、
／
ｆ
工
さ
ん

・
８０
歳
死
去
）

一
高
森
昭
和
の
藤

‐
―――テ
ム
ツ
オ
さ
ん
か
ら

（た
、
典
さ
ん

。
６７
歳
死
去
）

高
森
胆
通
の
伊
東
キ
ミ
エ
さ
ん
か
ら

（
二
明
、
順
喜
さ
ん

。
２８
歳
死
去
）

下
‐プリ
の
●
Ｌ
徳
さ
ん
か
ら

（父
、
定
義
さ
ん

。
６８
歳
死
去
）

∴
尚
森
Ｌ
町
の
鴨
原
教
三
さ
ん
か
ら

（交
通
常
故
と
犯
罪
を
な
く
す
運
動

推
進
大
会
看
註
の
謝
礼
金
を
）

・
菊
池
市
の
川
Ｈ
伊
喜
雄
さ
ん
か
ら

（精
薄
施
設
高
森
寮
の
起
工
を
祝
し
て
）

・
尾
下
の
占
洋
好
只
さ
ん
か
ら

（
父
、　
た
氏
さ
ん
の
胸
像
建
立

で
）

Ａ
以
上
町
社
協
分
∨

〉
下
切
の
――
藤
徳
さ
ん
か
ら
香
典
返
し

と
し
て
、
と
人
ク
ラ
ブ
明
寿
会

ヘ
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華
や
か
な
開
通
記
念
パ
レ
ー
ド

ナ
イ
ト

ハ
イ
ク
に
参
加
し
て

南
阿
蘇
三
万
住
民
待
望
の
「阿
蘇
登
山
県
営
有
料
道
路
吉
田
線
」

″

が
着
工
以
来
二
年
九
か
月
ぶ
り
に
こ
の
ほ
ど
完
成
。
七
月

一
日
午

％

前
十
時
か
ら
白
水
村
吉
田
の
起
点
近
く
で
、
関
係
者
約
五
百
人
が
　
物

出
席
し
て
、
盛
大
な
落
成
祝
賀
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。　
　
　
　
　
物

こ
の
南
阿
蘇
登
山
道
路
の
完
成
で
、阿
蘇
五
岳
に
既
設
の
防
中
、　
物

湯
の
谷
線
を
合
わ
せ
三
本
の
登
山
ル
ー
ト
が
実
現
し
た
わ
け
で
、
　
物

と
り
わ
け
裏
阿
蘇
と
い
わ
れ
、
阿
蘇
谷
に
す
べ
て
の
面
で
遅
れ
を

物

と
っ
て
い
た
南
郷
谷
は
、
い
ま
や
観
光
開
発
、
経
済
浮
揚
の

〃導

％

火
線
″
を
引
き
入
れ
た
新
時
代
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
　
物

南
阿
蘇
は
こ
の
ほ
か
国
鉄
高
森
―
高
千
穂
線
、
国
民
休
暇
村
、
　
物

久
木
野
の
老
人
天
国
建
設
な
ど
、
大
型
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
が
目
白
押

％

し
で
す
が
、
数
年
後
に
面
目

一
新
す
る
南
郷
谷
に
果
た
す
新
登
山

″

通
の
役
割
は
大
き
い
も
の
が
期
待
さ
れ
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
％

ド

まヽ
ま
さ
さ
ヾ
ミヽ
ミ
ミ
Ｓ
一Ｓ
一Ｎ
Ｒ゙
Ｓ
Ｓ
一Ｎ
ヽヽ
ま
Ｓ
Ｓ
一Ｓ
ミヽ
ミ
Ｓ
・Ｓ
一Ｎ
ヽ
さ
さ
一゙

Ｓヽ
ミヽ
”

ル
ー
ー
は
国
道
，
三
７１１
号
線
の
白
水

古
田
か
ら
池
の
作
を
と
お

っ
て
、
オ
カ

マ
ド
山

（千
百
五
卜
一
研
）
を
く
り
抜

き
、
山
■
広
場
の
坊
中
線
に
つ
な
ぐ
延

長
卜
ｉ
♂
、
幅
員
は
五

・
ｔ
研
で
二
草

線
。
最
初
は
由
水
村
か
る
池
の
窪
を
抜

け
、
湯
の
谷
の
県
営
登
山
逆
路
に
つ
な

ぐ
線
な
ど
、
い
く
つ
か
の
ル
ー
ト
が
候

補
に
の
ば
り
ま
し
た
が
、結
局
、
設
計
、

Ｉ
費
な
ど
の
点
か
い
現

ル
ー
ト
に
落
ち

着
き
ま
し
た
。

全
路
線
が
溶
岩
、
火
山
灰
十
質
の
た

め
、
三
事
は
終
始
難
航
。
仕
１．
げ
に
入

，
た
こ
と
し
‐
月
Ｌ
句
に
は
起
点
か
ら

八

・
四
ゃ
け研
の
成
ｍ
り
―‥
作
業
中
、
地
表

か
りヽ
ｌ
ｉ
研
の
と
こ
ろ
に
由
色
粘
土
層

が
発
見
さ
れ
、
‐
百
四
―
研
に
わ
た
る

ん
―
―
変
更
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
て

一
応
に
事
は
終
わ
り
ま
し

た
が
、
自
然
破
壊
の
復
―――
対
策
も
大
変

な
も
の
。　
■
ン
ク
リ
ー
ー
の
の
り
面
に

は
ネ
ッ
ト
を
，‐，ｉ″″
せ
、
Ｌ
か
ら
は
ツ
タ
カ

ズ
ラ
、
ド
に
は
ク
ズ
カ
ス
ラ
を
植
え
、

盛
り
上
部
分
は
す
べ
て
芝
が
張

っ
て
あ

り
ま
す
。
ま
た
杉
山
八
百
だ
―
本
を
植

え
て
景
仙
の
修
復
を
図
り
、　
〓ヽ
ヤ
マ
キ

リ

ン
マ
の
群
■
地
で
は

，
千
株
が
移
植

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
当
初
予
算
も
　
十

一
億

円
だ

っ
た
の
が
、
結
ｌ
‐‐
―
五
十
四
億
六
千

万
円
を
要
し
ま
し
た
。
最
大
餞
斜
角
は

九

・
六
一■

ト
ン
ネ
ル
一
、
橋
十
二
カ

所
。
通
行
料
金
は
，―
道
で
小
甲
、
普
通

栗
用
中
、　
ァヽ
イ
ク
ロ
、
貸
し
切
リ
バ
ス

し
ず
れ
も
四
百
円

．路
線
バ
ス
六
百
円
、

小
型
ト
ラ
ッ
ク
三
百
／１‥
十
円
、
大
型
ト

高
尾
野

近
年
、　
‐―‐‐
の
並
‐‐
及
に
よ

っ
て
、
日
ご

ろ
歩
く
こ
と
の
重
要
性
を
忘
れ
か
け
て

く
ら
や
み
の
中
を
歩
く
若
者
た
ち

二
子
石
　
一二
　
払綱
（２０
）

い
た
私
は
、
立
野
―
熊
木
間
の
ナ
イ
ト

ハ
イ
ク
は
意
義
深
い
も
の
が
あ
り
ま
し

た
ｃ
友
だ
ち
の
誘
い
で
な
ん
と
な
く
参

加
し
た
私
で
す
が
、
．一
―
三
キ
ロ
も
の
距

離
を
歩
き
終
え
た
と
き
は
、
満
足
感
と

疲
労
感
で
い
っ
ば
い
で
し
た
。

一
歩

一
歩
、
ゴ
ー
ル
ロ
指
し
て
歩
い

た
四
時
間
二
十
分
余
り
、
私
の
脳
英
に

い
ろ
ん
な
こ
と
が
浮
ん
で
き
ま
し
た
ｃ

「
毎
日
の
苦
し
み
も
こ
う
し
た
も
の
か
も

い
つ
も
な
ら
、
い
つ
ば
い
飲
ん
で
、ぐ

っ

す
り
寝
込
ん
で
い
る
こ
ろ
な
の
に
」
‐
‐
‐‐

阿
蘇
の
夜
は
寒
く
、
立
野
を
夜
中
の

十

一
時
に
出
発
し
た
も
の
の
、
時
間
は

い
っ
こ
う
に
た
ち
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
卓

に
頼
り
き

っ
て
い
る
体
で
す
か
ら
、
少

し
の
運
動
で
腹
は
減
り
、
ど
こ
を
歩
い

て
い
る
の
か
わ
か
ら
な
く
な
る
始
末
で

【
野
尻
小
】
▼
七
月
十
五
日
に

親
子
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
開
い
た
の

を
は
じ
め
、
七
月
二
十
四
・二
十
五

日
に
は
学
校
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
よ
る
キ

ャ
ン
プ
を
倉
地
原
で
催
し
ま
し
た
。

ま
た
七
月
二
十
六
日
は
、
熊
大
生

の
へ
き
地
慰
間
を
受
け
ま
し
た
。

【
河
原
小
】
▼
熊
本
市
博
物
館

主
催
の
「
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
」
が
、

八
月
三
日
か
ら
六
日
に
か
け
河
原

小

。
中
で
開
か
れ
ま
す
。
本
校
か

ら
は
五
年
と
六
年
生
が
参
加
の
予

定
。【
河
原
中
】
〉
七
月
十
八
日
か

ら
二
十

一
日
に
か
け
大
矢
野
の
白

濤
海
水
浴
場
で
臨
海
学
校
を
開
き

ま
し
た
。

【
草
北
小
】
〉
七
月
二
十
七
日

に
熊
大
生
の
サ
ー
ク
ル
「青
い
鳥
」

が
訪
れ
、
児
童
た
ち
に
人
形
劇
や

紙
芝
居
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

【
草
南
小
】
〉
八
月
二
十
二
日

の
日
曜
日
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
主
催
で
親

子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
行
い
ま
す
。

部
落
対
抗
で
す
か
ら
た
く
さ
ん
の

声
援
を
お
願
い
し
ま
す
ｃ

【
色
見
小
】
▼

「
美
化
運
動
に

役
立
て
て
く
だ
さ
い
」
と
、
こ
の

ほ
ど
山
鳥
の
岩
下
徳
雄
さ
ん
（五
の）

か
ら
移
植
ゴ
テ
七
十

一
本
と
ペ
チ

ニ
ヤ
、
ホ
ク
シ
ャ
な
ど
多
数
の
花

苗
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
四
月
に

も
中
国

の
安
方
―
‐
―
康
さ
ん
，
し

か

ら
桜

の
幼
木

‥
―
本
を
も
ぃ

っ
て

お
り
、
相
次
ぐ
寄
噌

に
児
童
は
大

喜
び
で
す
。

【
高
森
小
】

▼
町
や
育
友
会
な

ど
関
係
計

の
協
力
で
中
庭

の
フ
ー

′し
か
改
築
さ
力
、
Ｌ
月
―
五
日
に

落
成
式
と

ノ
ー
″
開
き
を
行

い
ま

し
た
。

こ
れ
ま
で
の
ノ
ー
几
は
、
占
く

て
危
険
な
た
め
、
体
檄

の
時
間
は

町
＝
ツ
ー
ル
を
利
用
し
て
ｔ
ま
し

た
。
し
か
し
カーーｉ
離
が
速
い
た
め
行

き
帰
り
に
時
間
を
と
ら
れ
、
交
通

卜
の
――ｌｌ
題
も
あ

，
た
こ
と
か
ら
、

育
友
会
で
ノ
ー
ル
改
築
の
話
が
持

ち
Ｌ
り
、
二
１
／１‐
研
、
７１‐

コ
ー
ス

の
ツ
ー
ル
が
完
成
し
ま
し
た
。
工

費
は
三
百
１
ソＬ
万
円
。
＝
写
真
は

完
成
し
た
ブ
ー
ル

:フЦ

O「J

全
長
１３
キ
ロ

高
森
‐
山
上
間
を
短
縮

経
済
淫
lJ

揚
の

起

動
力
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落
成
式
当
日
は
雨
■
で

し
た
か
、
正
午
近
く
に
は

人
気
も
回
復
、
阿
蘇
″
岳

の
雄
姿
や
南
郷
谷
の
素
朴

な
景
＝
が
祝
賀
ム
ー
ド
を

盛
り
Ｌ
げ
ま
し
た
も

落
成
式
に
先
，
ら
、
午

前
―
時
か
ら
同
式
場
で
沢

田
県
知
事
島
県
関
係
者
を

は
じ
め
、
建
設
‘
、
環
境

庁
、
県
選
出
国
会
議
員
、

県
議
会
議
Ｉｔ
、
関
係
町
村

す
ｃ
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
見
え
る
明
か
り

を
見
当
に
歩
き
ま
し
た
。
横
を
走
る
■

が
う
ら
や
ま
し
く
、孤
独
と
は
つ
ら
く
、

寂
し
い
こ
と
も
身
を
も

っ
て
知
り
ま
し

た
。し
か
し
、
い
ま
で
は
こ
の

‐
，‐，‐‥
し
か

っ

た
ナ
イ
ト

ハ
イ
ク
が
、
ど
う
し
て
か
楽

し
い
思
い
出
と
し
て
心
に
よ
み
が
え
り

ま
す
。
皆
さ
ん
も
歩
く
こ
と
の
大
切
さ

を
考
え
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
ｃ

替
え
歌

高
森
オ
ハ
ラ
節

昭
和
　
杉
固
　
　
定

（２７
）

一
、
化
は
峠
よ
莱
仲
は
畑
よ

燃
え
て
Ｌ
る
は
十

ハ
ラ

ハ
ー

阿
蘇
の
山

一
、
阿
蘇
の
御
神
火
貴
女
と
私
し

燃
え
る
心
を
オ

ハ
ウ

ハ
ー

一
す
じ
に

一
、
東
し
ゃ
高
千
穂
西
に
は
人
草

阿
蘇
の
高
森
オ

（
ラ

ハ
ー

こ

こ

ち

よ

さ

一
、
」Ｈ
し
ゃ
中
収
泣
き
泣
き
ユ
一え
た

今
ビ
ゃ
峠
を
十

（
ラ

ハ
ー

ね
て
通
る

一
、
根
子
の
束
を
ド
ラ
イ
ブ
す
れ
ば

＝
け
や
九
■
を
十

ハ
ラ

ハ
ー

見
て
通
る

一
、
酒
は
レ
イ
ザ
ン
火
の
国
女

１
つ
そ
ろ
え
ば

オ

（
ラ

（
―
よ
か
き
げ
ん

長
、
議
会
関
係
者
、
そ
れ
に
地
権
者
、

工
事
関
係
者
ら
が
列
席
し
て
神
事
が
あ

っ
た
あ
と
、
落
成
祝
賀
式
に
移
り
、
沢

田
県
知
事
の
式
辞
の
あ
と
、
各
方
面
か

ら
の
祝
辞
が
あ
り
ま
し
た
ｃ
正
午
き

っ

か
り
、
紅
自
の
テ
ー
プ
に
関
係
者
代
表

十
二
人
が

ハ
サ
ミ
を
入
れ
、
南
郷
六
か

町
村
の
女
子
職
員
が
花
束
を
贈
早
、
こ

の
あ
と
参
列
者
の
車
約
二
百
台
が
新
装

な
っ
た
有
料
道
路
を
阿
蘇
山
上
ま
で
、

華
や
か
な
パ
レ
ー
ド
を
繰
り
ひ
ろ
げ
ま

し
た
。
南
阿
蘇
登
山
道
路
は
、
観
光
開
発
に

立
ち
遅
く
れ
た
南
郷
谷
六
か
町
村

（高

森
、
蘇
陽
、
自
水
、
久
木
野
、
長
陽
、

西
原
）
が
、
南
阿
蘇
総
合
開
発
促
進
協

議
会

（会
長
、
岩
下
高
森
町
長
）
を
四

十
三
年
に
発
足
さ
せ
、
県
に
建
設
を
強

く
要
望
、
こ
れ
を
受
け
た
県
は
環
境
庁

の
認
可
を
受
け
、
四
十
八
年
十
月
か
ら

工
事
に
入
っ
て
い
ま
し
た
。
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